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財団法人 日本水路協会認定 

平成２２年度 水 路 測 量 技 術 検 定 試 験 問 題 

港湾１級１次試験（平成 22 年６月 26 日） 

 
 
 
 
 
 

－試験時間 35 分－ 
法 規 

問  次の文は水路業務法及び港則法の条文の一部である。（  ）の中に当てはまる

語句を下から選びその記号を記入しなさい。 
 

１ 水路業務法第６条 

海上保安庁以外の者が、その費用の全部又は一部を国又は（  ）が負担し、

又は補助する水路測量を実施しようとするときは、（  ）の許可を受けなければ

ならない。 

２ 水路業務法第９条及び水路業務法施行令第１条 

海上保安庁又は第６条の許可を受けた者が行う水路測量は、経緯度については

世界測地系に、標高及び水深その他の国際水路機関の決定その他の水路測量に関

する国際的な決定に基づき政令で定める事項については政令で定める測量の基準

に、それぞれ従って行わなければならない。 

可航水域の上空にある橋梁その他の障害物の高さは、（  ）からの高さを測量の

基準とする。 

３ 港則法第３１条 

特定港内又は特定港の（  ）附近で工事又は作業をしようとする者は、（  ）

の許可を受けなければならない。 

 

イ 平均水面     ロ 地方公共団体    ハ 港長      ニ 最高水面 

ホ 港域        ヘ 海上保安庁長官  ト 都道府県    チ 最低水面 

リ 海上保安部長  ヌ 境界            ル 国土交通大臣 

 

水深測量 

問１ 次の文は基本水準標の高さの測定について述べたものである。適当な語句を選ん

で（  ）に番号を記入しなさい。 

（１）基本水準標と験潮器錘測基点又は副標との間を（  ）水準測量による。 

（２）海面から基本水準標までの高さと験潮記録の潮高とを（  ）に測定する。 

その方法は、高潮時及び低潮時の前後（  ）分間を（  ）分ごとに測定

するのを１組として、測定日を（  ）する２組以上とする。 

 

①５     ②１０     ③２０     ④３０    ⑤直接 

⑥交互   ⑦同じに  ⑧間接     ⑨異に     ⑩同時 
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問２ 次の文は測深の方法について述べたものである。適当な語句を選んで（  ）に

番号を記入しなさい。 

 

１ 多素子音響測深機とは、（  ）以上の送受波器を使用して面の測深を行う音響

測深機をいう。 

２ 未測深幅とは、測深線に沿って音波の（  ）にある海底面で、誘導測深の場 

合は、船位誤差（偏位量を含む）を加えた幅とする。 

３ 多素子音響測深機を使用して測深する場合は、原則として斜測深を併用すること 

とし、斜測深用の送受波器の指向角（半減半角）は（  ）以内とし、斜角は指

向角の中心までとし２０度を超えてはならない。 

４ 錘測等は、係留船舶が密集している水深（  ）以下の泊地等で音響測深機を 

装備した測量船が水深の測定を実施することが特に困難な場合に限り行うこと

ができる。 

５ 錘測索に取り付ける測鉛は、重さ（  ）以上のもの。 

 

①２キログラム  ②２素子  ③４メートル  ④指向角外   ⑤３度 

⑥５メートル     ⑦８度   ⑧指向角内   ⑨１キログラム ⑩４素子 

 

問３ 測量地に験潮器を設置し、測量地の平均水面及び最低水面を求める式を下記の記

号を使用して記述しなさい。 

 

① 基準験潮所の５カ年平均水面：A0 

② 基準験潮所の短期平均水面：A1 

③ 測量地の平均水面：A’0 

④ 測量地の短期平均水面：A’1 

⑤ 測量地のZ０：Z
⑥ 最低水面：DL 

０ 

 

問４ 次の文は、マルチビーム（浅海用）音響測深について述べたものである。 

    （  ）にあてはまる事項について記述しなさい。 

 

マルチビーム（浅海用）音響測深機での音響ビームの反射点の位置は、船位や

音波の屈折、船体の動揺により常に影響を受けている。そのため個々の音波の反

射点を正確に把握するために（１）、（２）、（３）、（４）、（５）が必要である。こ

れらの計測やテストを行うことにより多数の反射点をＸＹＺ座標で表すことがで

き、詳細な海底地形を把握することが出来る。 

 

（１）             （４） 

（２）             （５） 

（３） 
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